
ワンランク違う熱線反射！！
特殊無機顔料による遮熱パワー

２液弱溶剤形屋根用高日射反射率塗料（遮熱塗料）

キクスイ ＳＰパワーサーモＦ ２液弱溶剤形屋根用ふっ素樹脂高日射反射率塗料（遮熱塗料） ３２色上塗材

キクスイ ＳＰパワーサーモＳｉ ２液弱溶剤形屋根用シリコン樹脂高日射反射率塗料（遮熱塗料） ３２色上塗材

キクスイ ＳＰサーモプライマー １液屋根用エポキシ樹脂系さび止め塗料 白下塗材

キクスイ ＳＰパワーサーモシーラー ２液屋根用エポキシ樹脂系浸透シーラー 白下塗材

製品名 一般名称 色

製品一覧

スレート屋根、波形スレート屋根、金属屋根、
モニエル瓦

適応下地 荷姿

キクスイ ＳＰパワーサーモＳｉ 主材：13.5kg　硬化剤：1.5kg
塗料用シンナー A：0～ 1.5L 2

旧塗膜に浮き、剥がれなど劣化部や脆弱部、さびや粉化物がある場合は、サンダーや皮スキなどで除去し乾燥した清浄な面としてください。素地調整

■金属屋根の場合

3～ 168
50 ～ 75 ㎡ /15kgｾｯﾄ
0.2 ～ 0.3kg/ ㎡

※上記の各数値は、全て標準のものです。施工方法・下地の形状によって異なります。
※塗料用シンナーＡは、弊社推奨品をご使用ください。その他のシンナーを使用した場合は、ちぢみや再溶解等の不具合が発生する恐れがあります。
※下塗材「キクスイ ＳＰパワーサーモシーラー」の可使時間は、７時間（23℃）となります。上塗材の可使時間は、6時間（23℃）となります。
※モニエル瓦への塗装は、光沢感が出るまで重ね塗りして下さい。

苔、藻、ごみ、塵埃、油脂分などの付着物及び劣化塗膜は、高圧水洗浄（10MPa程度）で入念に除去し、
水洗い後は翌日まで十分乾燥した清浄な面としてください。

素地調整

■スレート屋根、波形スレート屋根、モニエル瓦の場合

キクスイ ＳＰパワーサーモＦ 主材：13.5kg　硬化剤：1.5kg
塗料用シンナー A：0～ 1.5L 2 3 ～ 168 41 ～ 60 ㎡ /15kgｾｯﾄ

0.25 ～ 0.36kg/ ㎡

キクスイ ＳＰパワーサーモＳｉ 主材：13.5kg　硬化剤：1.5kg
塗料用シンナー A：0～ 1.5L 2 3 ～ 168 41 ～ 60 ㎡ /15kgｾｯﾄ

0.25 ～ 0.36kg/ ㎡

標準施工仕様書

キクスイ ＳＰパワーサーモシーラー 主材：12.5kg　硬化剤：2.5kg
無希釈 1～ 2 6 ～ 168

25 ～ 100 ㎡ /15kgｾｯﾄ
0.15 ～ 0.60kg/ ㎡はけ、ウールローラー

エアレススプレー

はけ、ウールローラー
エアレススプレー

キクスイ ＳＰサーモプライマー 主材：16kg
塗料用シンナー A：0～ 1.6L 1 ～ 2 4 ～ 168

107 ～ 123 ㎡ /16kg
0.13 ～ 0.15kg/ ㎡はけ、ウールローラー

キクスイ ＳＰパワーサーモＦ 主材：13.5kg　硬化剤：1.5kg
塗料用シンナー A：0～ 1.5L 2 3 ～ 168

50 ～ 75 ㎡ /15kgｾｯﾄ
0.2 ～ 0.3kg/ ㎡

はけ、ウールローラー
エアレススプレー

はけ、ウールローラー
エアレススプレー

はけ、ウールローラー
エアレススプレー

工程 材料・調合 塗装器具 塗回数 間隔時間 (h) 所要量

工程 材料・調合 塗装器具 塗回数 間隔時間 (h) 所要量

キクスイＳＰパワーサーモＦ

キクスイＳＰパワーサーモＳｉ

キクスイＳＰパワーサーモシーラー
キクスイＳＰサーモプライマー

15kgセット(主材：
   3kgセット(主材：
15kgセット(主材：
   3kgセット(主材：
15kgセット(主材：

13.5kg/缶、硬化剤：1.5kg/缶)
2.7kg/ 缶、硬化剤：0.3kg/缶)
13.5kg/缶、硬化剤：1.5kg/缶)
2.7kg/ 缶、硬化剤：0.3kg/缶)
12.5kg/缶、硬化剤：2.5kg/缶)

16kg/ 缶、4kg/ 缶

スレート屋根、
波形スレート屋根

45 ～ 75 ㎡ /15kgｾｯﾄ
0.20 ～ 0.34kg/ ㎡モニエル瓦

スレート屋根
波形スレート屋根

苔、藻、ごみ、塵埃、油脂分などの付着物及び劣化塗膜、モニエル瓦の脆弱層は、高圧水洗浄（10MPa程度、トルネードノズル付）で入念に除去し、
水洗い後は翌日まで十分乾燥した清浄な面としてください。

モニエル瓦

052-300-2222(代）

●このパンフレットは２０２３年１月の情報により作製しております。
●このパンフレットに掲載の製品は、予告なしに仕様や取り扱いを変更することがあります。
●諸官公庁等の特記仕様がある場合は、それを優先して下さい。 vol.10-1

仙   台本　社 022-706-5710

名古屋

東   京 03-3981-2500

0568-69-5200

06-7668-5320大   阪

福   岡 092-433-6262

施工上の注意事項及び安全衛生上の注意事項をご確認の上、施工ください。

各製品ごとの注意事項については、ダウンロードサイトよりご確認ください。

注意点 ダウンロードサイト
掲載製品を取り扱う際は、各製品のＳＤＳ及び

標準施工仕様書をご確認ください。



これからは遮熱で

健康＆省エネ！
これからは遮熱で

健康＆省エネ！
屋根の熱が室内の温度に影響している気がする…

夏の冷房効果が気になる…

そんな時に遮熱塗料を使うと…

屋根が熱くなりにくいため、室内への熱移動の影響が少なくなり、
冷房効果が高まります。
屋根が熱くなりにくいため、室内への熱移動の影響が少なくなり、
冷房効果が高まります。

熱中症対策
屋内でも熱中症になるケースは多くあります。熱中症にならない
ために、水分補給や換気、除湿などの対策はもちろん、室内の温
度が高くならないように気をつける必要があります。
遮熱塗料は屋内で快適に過ごすための対策の一つになります。

省エネ効果
太陽の熱の影響を直接受けやすい屋根に遮熱塗料を塗装することで室内の
急激な温度上昇を防ぎ、冷房の設定温度をあまり下げなくても快適に過ごす
ことができます。また、蓄熱や、エアコン使用によるＣＯ２発生を軽減でき
るので温暖化対策にも貢献できます。

キクスイＳＰパワーサーモＳｉを塗装した面と塗装していない面では
約７度の温度低減を確認できます。（塗装面：33.3℃、無塗装面：40.4℃ ）
（キクスイＳＰパワーサーモＦも同等の性能です）

遮熱塗料ってどんなしくみなの？

キクスイの遮熱塗料はなんでおすすめなの？①

濃色が多い屋根に欠かせないのが黒色顔料。熱を吸収しやすい黒色を、
変色が起こりやすいと３色の顔料混合で作らず、特殊なチタン系黒色
遮熱顔料を使用することで、黒さと耐候性を兼ね備えた塗料です。

太陽の光のうち、熱エネルギーになりやすいのは
波長が 780nm～ 2500nmの近赤外線領域です。
遮熱塗料には近赤外線の波長を反射しやすい特殊な
顔料が使用されています。近赤外線の波長を反射し
やくすることで、屋根の蓄熱を防ぎ、室内に熱が
伝わるのを抑えます。

変色リスクあり

有機顔料３原色の
混合で黒色を作る

チタン系黒色遮熱顔料
（無機顔料）

変色リスク大幅低減

一般塗料 遮熱塗料

●特殊な黒

キクスイの遮熱塗料はなんでおすすめなの？②
「デンスシリカ処理技術」「ラジカルトラップ技術」「紫外線吸収技術」を組み合わせたトリプルブロックシステム
により、紫外線による塗膜の劣化を抑制します。高い光沢を保持し、美しい屋根を維持することができます。●優れた耐候性

色別反射率

トリプルブロックトリプルブロック

スーパーＵＶによる促進耐候性試験 スーパーＵＶによる促進耐候性試験

住宅等でよく使われている濃色での
遮熱塗料を取り揃えています。
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近赤外線領域反射率(%)
（780~2500nm)

全波長域
反射率(%)
（300~2500nm)

近赤外線領域反射率
（数値が高いほど遮熱性能が高い）

色差は数値が小さいほど色の
変化が少ない（耐候性が良い）
ことを示します。
チタン系黒色顔料を使用した
塗料は、従来遮熱顔料を使用
した塗料に比べて耐候性が良
いと言えます。

光沢保持率は数値が100％から
下がらないほど艶が落ちない
（耐候性が良い）ことを示します。
チタン系黒色顔料を使用した塗
料は、従来遮熱顔料を使用した
塗料に比べて耐候性が良いと言
えます。
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塗装範囲

塗装箇所 サーモグラフィー画像

遮熱性能高い

＜比較＞一般
屋根塗料の場合
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一般屋根塗料に比べて、
かなり反射率が上がり
ます！

※サーモグラフィーの画像は、赤＞オレンジ＞黄＞緑＞青の順で温度が高いことを示しています。
※温度の数値は実績値です。保証値ではございません。

●耐候性試験
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　　は、同色での、一般屋根
塗料の反射率を示しています。

※遮熱塗料の効果は、色調や場所、建物の構造・断熱材の有無等により差がでます。
　日射の影響が大きい屋根や、金属屋根で断熱材が無い場合は大きな効果が期待できます。
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●チタン系黒色顔料と一般顔料との比較
黒色塗料での顔料比較（可視光領域）

可視光領域（380～780nm）の光の
反射率は、低い方が黒味のある塗料
となります。
チタン系黒色顔料を使用した塗料の
方が高い漆黒性を発揮します。黒

さ

チタン系黒色顔料
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黒色塗料での顔料比較（近赤外線領域）

近赤外線領域（780～2500nm）
の光の反射率は、高い方が遮熱性
能が高くなります。
チタン系黒色顔料を使用した塗料
の方が遮熱性能が高くなります。

遮
熱
性
能
高
い

チタン系黒色顔料
従来遮熱顔料
カーボン系顔料

80

波長(nm)

日
射
反
射
率（
％
）

色調
☆数 サーモＦ サーモＳｉ

日本塗料工業会登録
日射侵入比
※（  ）は日射反射率近似式による

キクスイＳＰパワーサーモＦ
（チタン系黒色顔料）
キクスイＳＰパワーサーモＳｉ
（チタン系黒色顔料）
従来遮熱塗料
（キクスイSPパワーサーモSiの顔料を
従来の遮熱顔料に置き換えた場合）
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熱エネルギーに
なる太陽光を
反射させて、
室内温度の上昇
を防ぎます。

施工温度比較（サーモグラフィーによる温度差確認）

遮熱性能は塗料の色調によっても効果に差があります。
一般的に、暗い色ほど反射率は低く、明るい薄い色ほど反射率は高くなります。

日本塗料工業会では、遮熱効果の基準を満
たした塗料を、申請によって「遮熱塗料
（屋根用）」として登録しています。
日射侵入比は、太陽熱１に対する遮熱効果
（どのくらいの熱が室内側に伝わるか）を、
比率で表した数値です。その遮熱効果を
★数で区分しています。なお、塗膜品質に
関する保証・責任は、塗料製造会社および
塗料販売会社が負うものとします。※詳細
は、日塗工ホームページでご確認ください。

「遮熱塗料（屋根用）」業界基準

一般社団法人　日本塗料工業会

デンスシリカ処理技術1

従来とは異なる独自の酸化チタン表面処理技術に
よりラジカルの発生を抑え耐候性を向上させます。

ラジカルトラップ技術2

発生を抑えきれなかったラジカルを光安定剤（HALS）
が制御します。塗膜劣化を大幅に抑えます。

紫外線吸収技術3

紫外線が当たるとそのエネルギーを吸収し熱に変
換します。

分厚いシリカ層により
水や酸素をはねかえし、
ラジカルを発生させない

酸化チタン

塗膜粒子デンスシリカ層

O2

OH-

ＨＡＬＳ
ラジカルを吸収・消滅

エネルギー

ラジカル
退色や塗膜の劣化原因
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・OH
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